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物  質  名 ジニトロトルエン ＤＢ－31 

別   名 
メチルジニトロベンゼン 
ジニトロフェニルメタン 
DNT 
（異性体混合物） 

C A S 番号 25321-14-6 
PRTR 番号 第 1 種 157 
化審法番号 3-446 

構 造 式 
 
 
 
 
 
 

（各種異性体ごとにCAS番号が異なる。） 

分 子 式 C7H6N2O4 分 子 量 182.14 
沸 点 250～300 ℃ 1） 融 点 54～93 ℃ 1） 
蒸 気 圧 0.13 kPa(1mmHg) (20℃) 1） 換 算 係 数 1 ppm = 7.45 mg/m3  (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 2.18（計算値）2) 水 溶 性 270 mg/L (22℃) 3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 750 mg/kg  4)  
 モルモット 経口 LD50 1,300 mg/kg  4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344 ラットに 0、37.5、75、150 mg/kg/day を 30 日間混餌投与した結果、37.5 mg/kg/day
以上の群の雄及び 75 mg/kg/day 以上の群の雌で有意な体重の減少を認めた。また、37.5 
mg/kg/day 群の雌及び 150 mg/kg/day 群の雌雄でメトヘモグロビン血症、37.5 mg/kg/day 以上

の群の雌雄で血網状赤血球及びハインツ小体、肝臓の退色の有意な増加を、150 mg/kg/day
群の雌雄で脾臓の変性、雄で腎臓の退色を認めた 5)。 

・Fischer 344 ラットに 0、 3.5、14、35 mg/kg/day を 104 週間混餌投与した結果、3.5 mg/kg/day
以上の群で用量に依存した体重の減少、肝臓、腎臓、精巣、卵巣などの相対重量の増加、14 
mg/kg/day 以上の群で網状赤血球、GPT、血中尿素窒素の増加、貧血などを認めた 6)。 

・ビーグル犬に 0、0.2、1.5、10 mg/kg/day（2,4-DNT、純度 98%）を 24 ヵ月間強制（カプセル）

投与した結果、10 mg/kg/day 群の雄で 19 週目に 6 匹中 4 匹に進行性麻痺が現われて瀕死状態

になったので殺した。6 ヶ月目に 10 mg/kg/day 群の全数で協調不能と麻痺症状がみられ、神

経毒性を認めた。16 ヶ月目に 1.5 mg/kg/day 群の 1 匹で空胞形成、内皮増殖、小脳の神経膠

症を含む中枢神経系の病変を認めた。1.5 mg/kg/day 以上の群で赤血球増加に伴うヘモグロビ

ン血症とハインツ体、胆管の肥厚及び胆嚢、腎臓、脾臓の色素沈着を認めた。2 年目に血液

への影響が少なく、順応的反応のためと思われた。睾丸に影響を受けた雄はいなかった。こ

の結果から、LOAEL は 1.5 mg/kg/day（神経毒性、胆管の肥厚、ハインツ体の形成）、NOAEL
は 0.2 mg/kg/day であった 7)。 

・ビーグル犬に 0、4、20、100 mg/kg/day（2,6-DNT）を 13 週間強制（カプセル）投与した結

果、20 mg/kg/day 以上の群で投与による死亡がみられた。4 mg/kg/day 群で神経への影響はみ

られなかったが、20 mg/kg/day 群で倦怠感、協調不能、バランスの欠落がみられ、投与中断

後にこれらの症状が急速に正常に戻った。100 mg/kg/day 群で神経への影響が強く現われ、麻

痺、震えがみられ、摂食不能になった。20 mg/kg/day 以上の群で体重の減少、貧血、代償性

赤血球増加、胸腺の退縮、胆管の肥厚、睾丸の退化、肝臓の炎症、尿細管の拡張がみられた。

この他、4 mg/kg/day 群では、13 週間後に脾臓に軽度の髄外赤血球増殖及びリンパの減耗が
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みられ、高濃度群ではこれらの症状が強く現われた 8)。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344 ラットに 0、14、35、37.5、70、100、150 mg/kg/day を妊娠 7 日目から 20 日目ま

で強制経口投与した結果、14 mg/kg/day 以上の群で用量に依存した母ラットの体重増加の抑

制、肝臓及び脾臓重量の増加を認めた。また、150 mg/kg/day 群では吸収胚及び死亡胎仔の増

加を認めたが、奇形の出現はなかった 9)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質による急性影響としては、メトヘモグロビン血症と、それによるチアノーゼ、頭痛、

神経過敏、めまい、衰弱、吐き気、嘔吐、呼吸困難、意識喪失がみられ、さらに死亡の可能

性もある。長期にわたって暴露された場合には貧血がみられる 9）。 
・本物質を取り扱う工場の労働者 154 人を対象に実施した健康診断では、1 年間で訴えの多か

った症状は味覚異常、衰弱、頭痛、食欲不振、めまい、吐き気、不眠、手足の痛み、嘔吐、

耳鳴りで、この他にも、蒼白、チアノーゼ、貧血、白血球増加症、白血球減少症、黄疸を伴

う急性肝炎もあった 11)。 
・本物質を扱うトルエンジアミン生産工場でこれらの暴露を受けた可能性のある 9 人の男性労

働者を対象にした調査では、総精子数及び大型の精子数の減少を、彼らの妻で自然流産の増

加を認めた。本物質の暴露濃度は検出限界未満（ND）から 0.42 mg/m3、トルエンジアミンは

ND から 0.32 mg/m3 であったが、どちらの影響かは不明であった 12)。一方、その後のフォロ

ーアップ調査（暴露群 84 人、対照群 119 人）では、生殖能力への影響を認めなかった 13)。

・本物質を取り扱う 2 ヶ所の工場で、1940 年代から 1950 年代に 1 ヶ月以上本物質の暴露を受

けた 457 人の労働者を対象に 1980 年まで追跡調査した疫学調査では、虚血性心疾患による

死亡率の有意な増加(SMR : 141）が認められた 14)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 15) 

 実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 16) TLV-TWA 0.2 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、イヌの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.2 mg/kg/day（神経毒

性、胆管の肥厚、ハインツ体形成など）を採用し、暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 0.2 mg/m3（心疾患及び生殖能力への影響の予防）を

採用し、暴露状況で補正した 0.05 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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